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 研究方法   
  本研究はランダム化二重盲検試験で、秋田赤十字病院の倫理委員会の証認を得て行わ




 本研究では 3 年以上の経験を有する 11 人の内視鏡医により検査が施行され、全ての検














  結果 
合計 120名の被験者が解析対象となり、炭酸ガス群 66名と空気群 54名に割り付けられた。
両群間における年齢、性差、過去の大腸内視鏡検査経験者数、一人あたりの検査回数に有
意差は無かった。 
 送ガス量は空気群 17.8Lに対して炭酸ガス群 14.0Lであったが両群間に明らかな差はな
く、平均ガス流量（L/min）は炭酸ガス群 0.37L/min、空気群 0.41L/minであり同等であっ
た。盲腸到達率は空気群 98％、炭酸ガス群 95％であったが、平均盲腸到達時間に関して




同等であった（空気群 23.8分、炭酸ガス群 23.6分）。 

















とオリンパス社 Olympus UCRとが市販されている。Olympus UCRは先行する Olympus Keymed 



















 我々の研究で炭酸ガスの平均送気量は 14.0L で、これまでの報告の 8.3L よりも 1.7 倍
も多かった。さらに炭酸ガスの送ガス量も 0.37L/min とこれまでの報告の 0.258L よりも
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本研究は大腸内視鏡検査中における CO2送気の安全性、有用性を Air 送気との無作為化二
重盲検比較試験により検証したものである。CO2送気では Air 送気と比較して有意に盲腸
到達時間が短く、疼痛も抑制されていた。pCO2の変動は正常範囲内かつ Air送気と同等で
あった。本研究成果により大腸内視鏡検査における CO2送気の安全性、有用性が検証され、
標準ガスとして使用すべきことが実証された。以上の成果により、本研究論文は博士（医
学）授与に値するものと、審査委員全員から評価を得た。 
 
 
